
武
蔵
越
生
七
福
神
は
、
越
生
梅
林
と
越
辺

川
沿
い
の
山
里
を
た
ど
る
の
で
、
ハ
イ
キ
ン

グ
気
分
で
歩
く
こ
と
が
で
き
る
。
今
回
は
駅

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
バ
ス
で
黒
山
ま
で

行
き
、
逆
コ
ー
ス
を
歩
け
ば
、
帰
り
の
バ
ス

の
便
を
心
配
し
な
く
て
も
よ
い
。

し
、
県
道
釦
号
を
渡
る
と
、
恵
比
寿
天
の
法

恩
寺
が
あ
る
。
正
徳
４
年
（
１
７
１
４
）
再

建
の
山
門
と
鐘
楼
が
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
。

本
堂
に
は
精
巧
な
彫
刻
が
施
さ
れ
て
い
る
。１

》
よ
勺
？

越
生
神
社
の
横
を
上
が
り
、
大
黒
天
の
正

ぼ
』
り
じ

法
寺
へ
。
鎌
倉
の
建
長
寺
の
末
寺
で
、
代
々
、

建
長
寺
の
高
僧
の
隠
居
寺
だ
っ
た
と
い
う
。

東
武
鉄
道
ま
た
は
Ｊ
Ｒ
の
越
生
駅
で
下
車

◎
梅
林
と
越
辺
川
に
沿
っ
て

お
ご
せ

武
蔵
越
生
七
福
神

役
場
の
横
を
進
ん
で
、
県
道
の
歩
道
橋
を

渡
り
、
越
辺
川
を
越
え
る
。
成
瀬
集
落
か
ら

県
道
鋤
号
に
出
て
、
県
道
バ
イ
パ
ス
合
流
点

の
手
前
を
左
へ
行
く
。
弘
法
山
（
１
６
４
脚
）

に
向
か
っ
て
上
が
る
と
、
桜
と
ツ
ッ
ジ
と
ス

イ
セ
ン
に
覆
わ
れ
た
斜
面
に
出
る
。

弘
法
山
観
世
音
は
、
弘
法
大
師
の
作
と
伝

え
ら
れ
、
安
産
子
育
て
の
観
音
様
と
し
て
親

し
ま
れ
て
い
る
。
弁
財
天
は
本
堂
と
は
別
の

お
堂
に
祭
ら
れ
て
い
る
。

西
側
の
車
道
に
下
り
、
奥
武
蔵
の
山
や
成

瀬
の
集
落
を
眺
め
な
が
ら
西
に
進
む
。
越
生

は
梅
の
里
、
古
木
の
梅
畑
が
増
え
て
き
た
。

弘
法
山
か
ら
約
１
キ
ロ
、
「
越
生
梅
林
」
の
標

た
し
ろ
き
ん
さ

識
を
左
へ
。
そ
ば
の
家
に
「
田
代
三
喜
生
地
」

権
田
英
定

碑
が
立
つ
。
三
喜
は
寛
正
６
年
（
１
４
６
５
）

こ
が
く
ぼ
う

生
ま
れ
。
明
国
で
医
学
を
学
び
、
古
河
公
方

・
足
利
氏
の
主
治
医
と
な
っ
た
。
庶
民
の
病

苦
を
救
い
、
「
医
聖
」
と
仰
が
れ
た
。

越
辺
川
の
支
流
を
渡
り
、
梅
林
の
中
心
地

へ
。
周
辺
に
は
枝
を
広
げ
た
古
木
が
多
い
。 弘法山観世音
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ざ
い
し
ょ
う
じ

そ
の
一
角
に
福
禄
寿
の
最
勝
寺
が
あ
る
。
寺

は
建
久
４
年
（
１
１
９
３
）
に
源
頼
朝
の
命

で
創
建
と
い
わ
れ
、
山
を
背
に
し
た
日
当
た

り
の
良
い
境
内
に
も
、
梅
の
古
木
が
多
い
。

南
に
向
か
い
、
浄
水
セ
ン
タ
ー
の
横
を
通

過
し
、
県
道
団
号
へ
。
自
然
休
養
村
セ
ン
タ

ー
直
売
所
の
横
を
進
み
、
寿
老
人
の
円
通
寺

に
上
が
る
。
創
建
は
寛
文
年
間
（
１
６
６
１

～
）
と
伝
え
ら
れ
る
。

竃

露 参
拝
後
、
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー
の
直
売

所
に
寄
る
。
越
生
町
特
産
の
梅
や
ユ
ズ
、
一

里
あ
め
飴
、
野
菜
な
ど
を
販
売
し
て
い
た
。

天
満
橋
を
渡
っ
て
、
越
辺
川
支
流
沿
い
の

「
あ
じ
さ
い
街
道
」
へ
。
送
電
線
下
で
あ
じ
さ

い
街
道
と
別
れ
、
左
の
谷
間
に
入
る
。
小
寺

の
先
は
杉
林
の
中
の
登
り
道
と
な
る
。

ユ
ズ
の
多
い
戸
神
を
抜
け
、
針
葉
樹
林
に

入
っ
て
舗
装
が
終
わ
る
。
風
は
冷
た
い
が
、

登
り
坂
が
続
く
の
で
汗
ば
ん
で
き
た
。

峠
を
過
ぎ
、
木
の
間
越
し
に
家
並
み
を
見

た
つ
が
や

お
ろ
し
、
龍
ヶ
谷
川
沿
い
に
下
る
。
左
岸
を

り
ゅ
う
如
ん
じ

少
し
入
る
と
、
毘
沙
門
天
の
龍
穏
寺
。
杉
木

立
の
境
内
、
精
巧
な
彫
刻
の
仁
王
門
か
ら
、

石
段
を
上
が
っ
て
本
堂
に
参
拝
す
る
。

龍
穏
寺
は
、
丞
早
の
頃
（
１
４
２
９
～
）
に

将
軍
足
利
義
政
が
創
立
し
、
文
明
４
年
（
１

４
７
２
）
に
太
田
道
真
、
道
灌
父
子
に
よ
り

再
建
さ
れ
た
と
い
う
。
本
堂
左
手
の
斜
面
上

に
は
、
そ
の
太
田
父
子
の
墓
が
あ
っ
た
。

龍
ヶ
谷
大
橋
を
渡
っ
て
右
岸
を
少
し
、
掲

示
板
の
先
を
右
手
の
砂
利
道
に
上
が
り
、
針

葉
樹
林
を
東
か
ら
北
へ
ト
ラ
バ
ー
ス
す
る
。

簡
易
舗
装
の
道
を
下
り
、
ユ
ズ
の
多
い
梅

久
保
へ
。
浄
水
場
横
を
過
ぎ
、
越
辺
川
沿
い

に
進
み
、
北
ケ
谷
戸
橋
で
バ
ス
道
に
出
た
。

ぜ
ん
と
う
い
ん

最
後
の
寺
、
布
袋
尊
の
全
洞
院
は
、
上
流

に
２
０
０
肝
ほ
ど
。
橋
を
渡
っ
て
お
堂
に
参

拝
す
る
。
寺
は
鉦
佳
で
境
内
は
狭
い
。
「
納
経

は
龍
穏
寺
で
」
と
の
張
り
紙
が
あ
っ
た
。

墓
地
の
上
部
に
、
渋
沢
平
九
郎
の
墓
が
あ

る
。
平
九
郎
は
深
谷
市
の
出
身
、
慶
応
４
年

（
１
８
６
８
）
の
飯
能
戦
争
の
際
、
官
軍
の
総
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し
ん
ふ
ぐ
人

攻
撃
で
破
れ
た
振
武
軍
の
副
将
で
あ
る
。

帰
路
は
近
く
の
黒
山
バ
ス
停
か
ら
。
待
ち

時
間
が
あ
る
な
ら
バ
ス
道
を
進
み
、
途
中
の

停
留
所
か
ら
越
生
駅
に
向
か
う
と
よ
い
。

（
叱
年
１
月
８
日
歩
く
）

●
コ
ー
ス
タ
イ
ム

越
生
駅
１
３
分
ｌ
報
恩
寺
１
，
分
ｌ
正
法
寺
ｌ
訓

分
ｌ
弘
法
山
ｌ
訓
分
ｌ
最
勝
寺
ｌ
加
分
１
円
通
寺

ｌ
帥
分
ｌ
龍
穏
寺
ｌ
訓
分
ｌ
全
洞
院
１
２
分
ｌ
黒

山
バ
ス
停
Ⅱ
鋤
分
Ⅱ
越
生
駅

●
費
用

湘
褒
Ⅱ
越
生
東
譜
溌
必
道
７
０
０
円

黒
山
Ⅱ
越
生
駅
バ
ス
３
４
０
円

［
問
い
合
わ
せ
先
］

越
生
町
枠
桓
勿
０
４
９
‐
ｌ
２
９
２
ｌ
ｌ
３
１
２
１

川
絨
嬬
騨
元
自
動
軍
０
４
９
３
‐
１
部
１
２
０
０
１

戸
地
画
』

越
生
正
丸
峠
（
２
万
５
エ
』

東
京
（
加
万
）

下
仁
田
温
泉
清
流
荘
の
寒
垂
プ
ラ
ン

清
流
荘
の
名
物
は
、
「
猪
料
理
」
。
猪
は
山

鯨
と
も
い
わ
れ
、
厳
寒
の
冬
に
は
栄
養
補
給

食
、
薬
食
と
し
て
重
宝
さ
れ
て
き
た
。
特
に

冬
場
は
肉
質
が
し
ま
り
、
旨
み
も
ま
す
。
冬

季
の
代
表
的
な
料
理
が
、
ボ
タ
ン
鍋
。
花
の

ボ
タ
ン
に
猪
肉
の
色
が
似
て
い
る
こ
と
に
由

来
し
て
お
り
、
具
の
野
菜
と
味
噌
が
ミ
ッ
ク

ス
し
た
味
は
鍋
の
逸
品
と
も
い
わ
れ
る
。

猪
の
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
も
清
流
荘
の
自
慢
料
理

で
、
ク
セ
も
臭
み
も
ほ
と
ん
ど
な
い
。

こ
の
ほ
か
、
敷
地
内
で
飼
育
し
た
鹿
や
錐
、

自
家
製
の
有
機
野
菜
や
自
家
製
の
味
噌
、
山

菜
な
ど
を
使
っ
た
、
清
流
荘
な
ら
で
は
の
料

理
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

猪
が
見
つ
け
た
と
い
う
下
仁
田
温
泉
は
含

二
酸
化
炭
素
水
素
塩
泉
で
、
毛
細
血
管
を
広

げ
血
圧
を
下
げ
る
効
果
が
あ
る
と
い
う
。

胃
日
ミ
ミ
ミ
ョ
ゆ
あ
臼
ご
ロ
扁
呂
●
８
日

日
本
秘
湯
を
守
る
会
会
員

〒
３
７
０
１
２
６
０
４

群
馬
県
甘
楽
郡
下
仁
田
町
吉
崎
７
６
９

電
話
０
２
７
４
１
魂
１
３
０
７
７

Ｉ
よ
も
や
ま
情
報
Ｉ
〃
Ｉ
Ⅷ
Ｉ

、
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職
人
製
法
の
ゴ
ロ
ー

創
業
１
９
７
３
年
・
手
作
り
ブ
ー
ツ

一筆灘篁
ブーテイエル・21.5” ～ 2 8 . 5 m
･ゴアテツクスブーテイ・21.5cm～28.5QII｡¥32,550
.￥30.450(本体圃格¥29､Coo）（本体瞳格¥31,000》

《職人製法のゴロー｢新製品カタログ｣No.5》
熟練した職人が手作りで仕上げていくゴローの靴､バック､ベルトの
商品カタログご希望の方は､切手300円同封の上お申込みください。
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〒113-OO21東京都文京区本駒込6-4-2
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（日･祭日AM11:00～PM6500)

TELOB-394S-OBSS(火曜定休）
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鮮細については､ホームベージもしくは直接お問い合わせください。
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